
第
５
期
生
の
研
修
成
果
報
告

会
が
３
月
11
日
に
立
川
庁
舎
講

堂
で
行
わ
れ
た
。
自
分
の
就
農

モ
デ
ル
で
の
栽
培
実
証
や
そ
の

経
営
的
な
評

価
等
が
報
告

さ
れ
た
。
行

政
や
普
及
セ

ン
タ
ー
等
か

ら
有
益
な
助

言
等
も
い
た
だ
き
、
大
変
有
意

義
な
報
告
会
で
あ
っ
た
。
報
告

の
中
で
、
皆
さ
ん
自
分
の
農
業

経
営
理
念
や
収
支
予
想
、
将
来

構
想
等
を
語
っ
て
お
り
、
信
念

を
も
っ
て
就
農
す
る
こ
と
に
感

銘
と
誇
ら
し
を
感
じ
た
。

そ
し
て
３
月
19
日
に
は
、
第

５
期
生
の
修
了
式
が
厳
か
か
つ

華
や
か
に
行
わ
れ
た
。
理
事
長

か
ら
は
「
財
団
で
は
常
に
頑
張

る
生
産
者
に
寄
り
添
い
、
様
々

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。
皆

様
の
就
農
の
成
功

を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
る
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
い
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
た
。
修
了
生
は
こ

の
４
月
か
ら
各
地
で
営
農
を
開

始
し
た
。
就
農
後
は
慌
た
だ
し

い
日
々
が
続
く
と
思
う
が
、
健

康
を
第
一
に
、
消
費
者
や
地
域

に
喜
ば
れ
る
魅
力
あ
る
農
業
を

計
画
的
に
展
開
し
て
ほ
し
い
。

先
輩
た
ち
の
背
中
を
見
て
き

た
第
６
期
生
（
２
年
生
）
も
、

各
自
就
農
モ
デ
ル
で
の
実
証
栽

培
に
奮
起
し
て
い
る
。
４
月
か

ら
農
家
派
遣
研
修
や
講
義
等
で

大
忙
し
だ
が
、
就
農
ま
で
に
い

ろ
い
ろ
と
試
せ
る
大
切
な
年
。

い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
ん
な
商
品

を
、
ど
ん
な
お
客
様
に
、
幾
ら

位
で
売
っ
て
い
く
の
か
な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
失
敗
を

恐
れ
ず
、
常
に
前
向
き
に
実
践

を
積
み
重
ね
て
欲
し
い
。

令
和
８
年
度
第
７
期
生
入
講

式
が
４
月
７
日
に
立
川
庁
舎
講

堂
で
行
わ
れ
た
。
新
し
い
研
修

生
は
、
40
代
か
ら
50
代
前
半
の

５
名
（
内
、
女
性
一
名
）
。

寺
﨑
理
事
長
か
ら
は
「
ご
入

講
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
業
は
人
々
の
食
を
支
え
る
使

命
感
と
や
り
が
い
に
満
ち
た
魅

力
的
な
仕
事
で
す
。
自
然
環
境

の
厳
し
さ
な
ど
を
伴
う
仕
事
で

す
が
、
２
年
間
の
研
修
を
通
じ

て
知
識
・
技
術
・
経
営
感
覚
を

幅
広
く
身
に
つ
け
、
関
係
者
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
努
力
を
重

ね
、
将
来
の
就
農
と
活
躍
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
。
」
と
歓
迎
の

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

ご
来
賓
に
は
東
京
都
農
林
水
産

部
の
渋
谷
課
長
や
東
京
都
農
業

振
興
事
務
所
の
山
宮
所
長
、
東

京
都
農
業
会
議
の
築
田
専
務
理

事
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
皆
様

か
ら
「
ご
入
講
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は

東
京
農
業
の
宝
。
立
派
な
農
家

に
な
る
た
め
、
こ
の
２
年
間
で

技
術
と
農
家
と
し
て
必
要
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
。
真
剣
に
農
業
と

向
き
合
っ
て
、
２
年
後
の
就
農

を
目
指
し
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。
就
農
後
は

都
も
様
々
な
支
援
事
業
等
で
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た

な
担
い
手
と
し
て
決
意
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
。
皆
様
の
挑
戦
を

心
よ
り
応
援
し
て
い
る
」
な
ど
、

心
温
ま
る
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

八
王
子
の
１
月
は
氷
点
下
の

日
も
多
く
典
型
的
な
真
冬
で
乾

燥
し
て
い
た
。
２
月
は
-9
℃
近

い
日
も
あ
っ
た
が
、
20
℃
超
え

の
日
も
あ
り
、
、
平
年
よ
り
暖

か
く
、
降
水
量
も
少
な
か
っ
た
。
。

３
月
は
寒
暖
差
は
あ
っ
た
が
、

温
暖
な
日
が
多
く
、
降
水
量
も

平
年
並
み
に
近
づ
い
た
。
こ
の

た
め
、
桜
も
平
年
よ
り
５
日
近

く
早
く
開
花
し
た
。

（
転
入
）
両
角
正
博
、
髙
橋
大
輔
、

田
口
諒
、
林

敬
三
。
（
ア
シ
ス

タ
ン
ト
職
採
用
）
荒
木
義
孝
、
川

島
賢
二
。
（
転
出
）
井
出
野
勉
、

清
水
遼
、
丸
山
哲
朗
。
（
ア
シ
ス

タ
ン
ト
職
退
職
）
小
山
亨
。

３
月
末
、
就
農
直
前
の
第
５

期
研
修
生
か
ら
、
今
後
の
抱
負

等
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で

一
言
紹
介
し
た
い
。

太
田
さ
ん…

無
事
に
卒
業
で
き

ま
し
た
！
本
当
に
二
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

一
月
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
50

万
円
く
ら
い
先
行
で
使
っ
た
時

は
不
安
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

存
分
に
活
か
し
て
就
農
一
年
目

走
り
き
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い

ま
す
。
ま
ず
は
70
a
を
し
っ
か

り
管
理
す
る
事
を
目
標
に
し
て
、

エ
ダ
マ
メ
を
中
心
に
売
り
上
げ

も
作
っ
て
い
き
ま
す

高
橋
さ
ん…

ア
カ
デ
ミ
ー
関

係
者
の
皆
様
、
研
修
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
は
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

農
業
経
営
者
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
、
東
京
を
代
表
す

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
家
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

丹
治
さ
ん…

研
修
を
通
し
て

未
熟
さ
を
実
感
し
な
が
ら
も
多
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研
修
農
場
新
聞

地域に喜ばれる自分らしい農業スタイルをイメージして！

こ
の
４
月
か
ら
、
第
５
期
生
は
２
年
間
の
研
修
を
終
え
都
内
各

地
で
営
農
を
開
始
。
研
修
農
場
に
は
新
た
に
第
７
期
生
が
入
講
し
、

第
６
期
生
と
と
も
に
新
規
就
農
を
目
指
し
て
実
践
研
修
を
始
動
。

（１月）
・5日 仕事始め、7日研修開始、 8日あきる野農地調整
・14日 西東京市援農講演、 14日 直売、 20日埼玉視察
・21日 国民民主都議視察、24日内定者説明会、30日雇用就業部視察
・フードバンク提供 5、9、14、16、19、 26、 28日

（２月）
・6日ミニ直、10日 青梅市農地調整、12日 大型特殊免許実地試験
・12日 北多摩北部・西部農業改良普及協議会視察、 17日あきる野農地調整

・26日 ハウス設置研修、27日農業振興事務所とＪＡ中央会挨拶

・フードバンク提供 2，4、6、13、16、20、25、27日

（３月）
・3日農機搬入、4日東京農大来所、6日 所内成果報告会

・11日 研修成果報告会、 16日 理事長奨励賞受賞

・19日 第５期生修了式、23日 理事会、26日防犯カメラ設置

・フードバンク提供 2，6、9、11、13、16、23、25、27日

限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に

1～3月の主な出来事

住所：東京都八王子市大谷町1013 電話：042-649-3444 アクセスはGoogleマップで検索

一歩ずつ夢を実現させていこう

２面拡大号

令和８年度
スタート

こ
れ
ま
で
の
天
候

職

員

の

異

動

第
７
期
生
入
講
式

第
６
期
生
も
奮
起

入講式にあたり寺﨑理事長

から祝辞をいただく（上）

入講式後に参加者全員で記

念写真（左）

研
修
生
等
の
今



く
の
こ
と
を
学
び
、
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
、

先
ず
は
地
域
で
認
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
誠
実
に
農
産
物
を

出
荷
し
て
い
き
ま
す
。

田
中
さ
ん…

４
月
か
ら
の
就
農

に
向
け
て
期
待
と
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
ア
カ
デ

ミ
ー
で
教
わ
っ
た
事
を
一
つ
一

つ
こ
な
し
、
お
世
話
に
な
っ
た

皆
さ
ん
に
良
い
報
告
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
、
頑
張
っ
て
、

頑
張
っ
て
、
参
り
ま
す
。

石
谷
さ
ん…

１
年
生
の
貴
重
な

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
。
２
年
生
に
な
る
と
地
域
の

農
家
さ
ん
を
始
め
、
行
政
の
方
々

と
の
関
わ
り
も

増
え
、
書
類
作

成
も
多
く
な
っ

て
い
く
と
思
い

ま
す
。
就
農
ま

で
に
人
間
関
係

を
よ
り
一
層
深

め
て
い
き
た
い
。

同
時
に
残
り
一
年
で
し
っ
か
り

栽
培
方
法
を
復
習
し
、
実
証
圃

の
管
理
を
怠
ら
な
い
よ
う
励
ん

で
い
き
ま
す
。

大
柳
さ
ん…

残
り
一
年
。
就
農

に
向
け
、
失
敗
も
含
め
多
く
の

経
験
を
積
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
一
年
の
実
体
験
を

通
じ
て
栽
培
技
術
や
作
物
選
定

を
深
め
、
経
営
計
画
を
具
体
化

し
、
着
実
に
就
農
へ
の
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

澤
田
さ
ん…

約
一
年
の
月
日
が

流
れ
今
年
か
ら
自
分
の
就
農
に

向
け
た
計
画
を
た
て
作
付
け
し

て
い
け
る
事
に
楽
し
み
を
感
じ

な
が
ら
残
り
の
一
年
で
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
農
業
を
よ
り
深
く

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

立
山
さ
ん…

ト
マ
ト
・
イ
チ
ゴ

を
中
心
に
、
就
農
時
の
再
現
性

を
高
め
る
栽
培
実
習
に
取
り
組

み
、
検
証
と
改
善
を
重
ね
る
一

年
と
し
た
い
。
併
せ
て
農
地
・

販
路
確
保
の
計
画
を
実
行
し
、

営
農
開
始
を
見
据
え
主
体
的
に

挑
戦
す
る
年
に
し
て
い
き
た
い
。

安
留
さ
ん…

２
年
次
で
は
、
１

年
次
に
学
ん
だ
基
礎
を
活
か
し
、

一
年
間
の
営
農
を
自
ら
の
力
で

回
せ
る
実
力
を
身
に
つ
け
た
い

で
す
。
地
に
足
を
つ
け
て
経
験

を
積
み
、
応
用
力
を
高
め
な
が

ら
、
将
来
の
就
農
に
つ
な
が
る

確
か
な
力
を
養
い
ま
す
。

石
川
さ
ん…

東
京
で
農
業
を
行

う
意
義
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
生
み

出
す
力
を
養
う
た
め
、
２
年
間

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
現
場

で
通
用
す
る
技
術
と
判
断
力
を

身
に
つ
け
、
持
続
可
能
で
地
域

に
信
頼
さ
れ
る
農
業
経
営
者
を

目
指
し
ま
す
。

大
友
さ
ん…

50
代
で
の
脱
サ
ラ

就
農
、
理
解
を
示
し
て
く
れ
た

家
族
に
感
謝
！

ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
プ
ロ
の
生
産
力
と
自
立
で

き
る
経
営
力
を
身
に
つ
け
た
い
。

給
食
産
業
で
の
経
験
を
活
か
し
、

食
の
安
全
と
東
京
農
業
の
維
持

発
展
に
貢
献
し
た
い
。

喜
久
山
さ
ん…

毎
日
食
べ
る
も

の
だ
か
ら
日
常
に
寄
り
添
え
る

明
日
へ
の
活
力
に
繋
が
る
栄
養

価
の
高
い
旬
の
野
菜
を
皆
さ
ん

の
食
卓
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う

２
年
間
ア
カ
デ
ミ
ー
で
精
一
杯

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

城
さ
ん…

食
は
健
康
の
基
盤
で

あ
り
、
人
生
に
彩
り
を
与
え
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
価
値
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

ア
カ
デ
ミ
ー
で
栽
培
技
術
と
経

営
力
を
磨
き
、
食
卓
に
小
さ
な

喜
び
を
届
け
ら
れ
る
農
業
者
を

目
指
し
ま
す
。

竹
内
さ
ん…

農
業
と
い
う
仕
事

が
も
っ
と
注
目
さ
れ
、
若
い
世

代
に
も
農
業
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
プ
ロ
農
家
に
な
る
た
め
に
、

２
年
間
、
知
識
や
技
術
だ
け
で

な
く
農
家
と
し
て
の
心
構
え
や

様
々
な
人
と
の
交
流
を
通
し
て

幅
広
く
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

以
上
、
修
了
生
や
現
役
研
修

生
の
抱
負
等
を
聴
き
、
改
め
て

一
人
一
人
の
課
題
に
も
向
き
合

い
、
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

研
修
農
場
で
は
、
研
修
状
況

等
を
エ
ッ
ク
ス
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
「
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

八
王
子
研
修
農
場
」
と
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！
フ
ォ
ロ
ー

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

な
お
、
直
売
情
報
を
い
ち
早

く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

友
だ
ち
登
録
は
ト
ー
ク
検
索
で

「
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王

子
研
修
農
場
」
を
選
択
又
は
左

下
QR
コ
ー
ド
よ
り
可
能
。
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研修農場
スナップ

２０２６年 １～３月

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報

ホームページ

JA北多摩北部・西部農業改良普及事業協議会の

皆様に視察に来ていただきました（2月）
農福連携の現状や実際について、はじめて講義

を行ったところ、皆さんとても関心が高かった。

第
６
期
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府中運転免許試験場にて大特（農耕用）免許

の取得。第６期生は全員合格しました（2月）

令和８年度がスタートし、研修生と

職員みんなで記念撮影（R8.4.8）

第７期生の５名
実習初日に撮影

１～２年後の顔付きが

楽しみですね

キャベツなど定植労力の削減には欠かせない

葉茎菜類用の半自動移植機を導入（3月）

今年は３月になると新２年生たちは、自分の実証圃で、

それぞれ主体的に作付けを開始（３月）

１月の作業風景など

・恒例の踏み込み温床づくり

・ニンニクへの追肥

・促成イチゴにも挑戦中

・パイプハウス作りの演習

・春まきキャベツの育苗

第２回管外先進地視察（１月）（株）アグレス埼玉

農場と所沢ゼロファームを訪問し、圃場のほか雇用

や販路など経営的なことも大変勉強になった。

あきる野市の大福氏から、果菜類の
接ぎ木研修を受ける（１月）

ジャガイモの植え付け、みんなスピード感もあ

り、上手に植え付けていた（３月）。

真冬のホウレンソウ

トンネル内で順調に育って
くれました（１月）


